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はじめに

はじめに

本書は、情報システムの構築（SI：System Integration）やソフトウェ

ア開発を行うユーザ企業及びベンダ企業のプロジェクト・マネージャー

（PM）やプロジェクト・リーダー（PL）、SE 部門のマネージャーなどを

対象に、システム構築プロジェクトのプロジェクト管理を筆者の経験に基

づいて解説したものである。

SE 研修などでプロジェクト管理の話をすると、きまって次のような質

問がよせられる。

―必要なスキルを持った人材がアサインされない

―高負荷状態が長期間続き、品質悪化の懸念がある

―達成が困難なスケジュールを指示されることが多い

― 3 ～ 4 人のプロジェクトを効率的に行う方法を知りたい

―リスクを漏れなく特定する方法はないか

―コストの制約が厳しく、品質にしわ寄せがいってしまうことがある

こうした質問には、質問者がおかれた状況に応じて著者なりのアドバイ

スをするが、最後に次の一言を付け加える。「プロジェクト管理に絶対的

な正解はありません。上司や専門家と相談の上、あなたが正しいと思った

やりかたで進めてください。ただし、あなた自身がプロジェクト管理やシ

ステム構築に関する正しい知識を持つことは必要です」。

プロジェクト管理に関する書物はたくさんあるが、こうした現場 SE の

生の声にこたえられるものは少ないように思う。

本書は、筆者の SE としての長い経験をもとに、現場で苦労する SE

が、プロジェクトを遂行する上で役に立つ知識や知恵、コツなどを提供す

るものとして作成した。
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第1章　システム構築（SI）プロジェクトの現状と課題

第1章　システム構築（SI）プロジェクトの現状と課題

1.1　オーバーランの状況と原因

（ 1 ）計画達成状況

JUAS ※の調査によれば、企業などの情報システム構築プロジェクトの

コスト遵守率は年々改善されているものの、満足できる状態になっている

とは言い難い。納期と品質も同様の傾向を示しているが、コスト・納期・

図表1.1　SI プロジェクトのコスト遵守状況

※ JUAS：一般社団法人　日本情報システム・ユーザー協会

出典：文献【 1 】P40のデータをグラフ化

第１章システム構築（ＳＩ）プロジェクトの現状と課題
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第１章 システム構築（ＳＩ）プロジェクトの現状と課題 
１．１ オーバーランの状況と原因 

（１）計画達成状況
ＪＵＡＳ※の調査によれば、企業などの情報システム構築プロジェクトの

コスト遵守率は年々改善されているものの、満足できる状態になってい
るとは言い難い。納期と品質も同様の傾向を示しているが、コスト・納期・
品質の３つとも計画を達成したプロジェクトの比率は、１００人月未満のプ
ロジェクトでも５０％を切るのではないかと思われる。

図表 １.１ ＳＩプロジェクトのコスト遵守状況 

出典： 文献【１】 P40 のデータをグラフ化 

※ＪＵＡＳ：一般社団法人 日本情報システム・ユーザー協会
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品質の 3 つとも計画を達成したプロジェクトの比率は、100人月未満のプ

ロジェクトでも50％を切るのではないかと思われる。

STANDISH GROUP が発行している “CHAOS Report” によれば、米国

のシステム構築プロジェクトにおける「成功プロジェクト」（コストも納

期も計画通りに完了）の割合は、1995年には16％しかなかったが、2004年

には29％まで改善している。しかし、その後は30％前後の成功率で横ばい

状態が続いている。

SI ベンダは、こうした問題プロジェクトによる損失を毎年定常的に発

生させており、その額は売上高の0.5％から 1 ％に達する。大きなプロ

ジェクトのコスト・オーバーランがあると 5 ％を超えるときもある。もち

ろん、ユーザにとってもプロジェクトの失敗が経営に与える影響は大き

く、場合によっては会社の存続を危うくするような事態にもなる。

また、最近はシステム構築を巡る訴訟も増加しており、ベンダのプロ

ジェクト管理の不備を理由に数十億円に上る賠償額が請求されるケースも

発生している。逆にユーザの責任が問われ、ベンダへ費用を支払うよう求

める判決も出ている。

図表1.2　米国におけるＳＩプロジェクトの成功率
出典：STANDISH GROUP　“CHAOS Report“

第１章システム構築（ＳＩ）プロジェクトの現状と課題 
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STANDISH GROUPが発行している“CHAOS Report”によれば、米国
のシステム構築プロジェクトにおける「成功プロジェクト」（コストも納期も
計画通りに完了）の割合は、１９９５年には１６％しかなかったが、２００４
年には２９％まで改善している。しかし、その後は３０％前後の成功率で
横ばい状態が続いている。 

図表 １.２ 米国におけるＳＩプロジェクトの成功率 
出典：STANDISH GROUP “CHOS Report“ 

ＳＩベンダは、こうした問題プロジェクトによる損失を毎年定常的に発生
させており、その額は売上高の０．５％から１％に達する。大きなプロジェ
クトのコスト・オーバーランがあると５％を超えるときもある。もちろん、ユー
ザにとってもプロジェクトの失敗が経営に与える影響は大きく、場合によ
っては会社の存続を危うくするような事態にもなる。 
また、最近はシステム構築を巡る訴訟も増加しており、ベンダのプロジ

ェクト管理の不備を理由に数十億円に上る賠償額が請求されるケースも
発生している。逆にユーザの責任が問われ、ベンダへ費用を支払うよう
求める判決も出ている。 
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（ 2 ）オーバーランの原因

前記の “CHAOS Report 1995” では、プロジェクトの成功要因に次のよ

うなものをあげている。（上位 5 件）

①ユーザの巻き込み（User Involvement）

②経営者の支援（Executive Management Support）

③明確な要件定義（Clear Statement of Requirements）

④適切なプロジェクト計画（Proper Planning）

⑤現実的な期待（Realistic Expectations）

また、コストや納期が予定通り終わらなかったプロジェクトの原因には次

のようなものをあげている。（上位 5 件）

①ユーザからの入力不足（Lack of User Input）

②不完全な要求と仕様（Incomplete Requirements & Specifications）

③要求と仕様の変更（Changing Requirements & Specifications）

④非現実的な期待（Unrealistic Expectations）

⑤経営者の支援の欠如（Lack of Executive Support）

日本では各社がそれぞれ固有の言葉で問題プロジェクトの原因を分析して

おり、統一的に調査した資料はない。報告されている原因を大きく分けれ

ば、次のように分類できそうである。アメリカでは、企業の情報システム

構築は自社で行うことが多いが、ベンダに委嘱することが多い日本ではベ

ンダ／ユーザ間の問題に関する原因が追加される。

①見積りの問題

②プロジェクト計画や管理に関する問題

③要員のスキルや要員数の問題

④経営者や組織の関与に関する問題

⑤その他（契約、コミュニケーション、提案方法など）

問題プロジェクトの原因が 1 つであることはまれで、複数の原因が複雑に
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からみあっていることが多いが、原因を作り込んだ工程としては要件定

義・外部設計までの上流工程に問題があるプロジェクトが少なくとも 7 ～

8 割になるであろう。また、コスト・オーバーランに直接的に影響した要

因でいえば、要件や作業が計画時より増加したか、手戻り作業が想定以上

に発生したか、の 2 つしかない。

20年ほど前まで、問題プロジェクトの原因の大半はプロジェクト・マ

ネージャー（PM）やプロジェクト・リーダー（PL）のスキルにある、と

されていた。実際、PM や PL のスキルがプロジェクトの成否に大きな影

響を与えることは間違いないが、それ以上に PM や PL が所属する組織の

図表1.3　コスト・オーバーランの直接要因

第１章システム構築（ＳＩ）プロジェクトの現状と課題 
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問題プロジェクトの原因が１つであることはまれで、複数の原因が複雑
にからみあっていることが多いが、原因を作り込んだ工程としては要件
定義・外部設計までの上流工程に問題があるプロジェクトが少なくとも７
～８割になるであろう。また、コスト・オーバーランに直接的に影響した要
因でいえば、要件や作業が計画時より増加したか、手戻り作業が想定
以上に発生したか、の２つしかない。 

図表 １.３ コスト・オーバーランの直接要因 

要件提示のモレ、曖昧、 
構築方針の不徹底・変更 
現場等、関連部門からの要求
要件や仕様の変更多発 
その他 

スコープ（要件や作業）の増加

手戻り プロジェクト計画の不備 
品質不良による改修・評価作業
要件又は仕様が曖昧 
製品や技術の評価不足 
その他 

ベンダ※要因 要件の深堀不足 
見積りミス 
ＷＢＳ設定モレ 
製品や技術の評価不足 
その他 

※ユーザ企業の開発部門も含む

ユーザ要因  




